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・健康器具の開発や転倒予防や健康に関わる事
業をされている企業
・子どもや高齢者の転倒予防について取り組み
を促進している自治体

転倒のリスクを測定する項目は、転倒回避動
作との類縁性が高くないものが多いです。実際
に身体重心を支持基底面から外して踏み出しを
行う本測定は新しい着眼点を有しています。
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とっさの一歩を引き出す装置「傾きリアクション」の開発
～ ステッピングストラテジーに着目して ～
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転倒回避動作の一つであるステップピングスト
ラテジーに着目し、その動作を安全に誘発させる
装置「傾きリアクション」を開発しました。動作
の手順は、次の通りです。１．対象者は自然な立
位姿勢で水平な板上に乗ります。２．立位姿勢を
保持したまま前方に加重します。３．足元の板が
前傾し、対象者は転倒を回避する一歩を踏み出し
ます。さらに、板上と傾いた板が接地する床面、
対象者が足を踏み出す場所にマット型スイッチを
設置し、板が傾いた後に足が離れるまでの時間と
板から足が離れて踏み出し足を着地させるまでの
時間を測定できるようにしました。さらにFR測定
器を改良し、足の踏み出し距離も測定できるよう
にしました。大学生105名を対象に、「傾きリア
クション」測定値と体力・運動能力調査8項目の
測定値を分析した結果、握力および上体起こし、
50m走、シャトルラン、ハンドボール投げの5項
目と「傾きリアクション」での踏み出し速度との
間に弱い相関が示されました。すなわち、「傾き
リアクション」において足を素早く動かす能力と
全身筋力や身体を移動させる能力との間に関連が
あると考えられます。今後、転倒と関連する既存
の測定項目との相関を明らかにすることで、転倒
予防効果や転倒リスクを示すための尺度として、
その発展が期待されます。
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